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『
抱
朴
子
』
外
篇
の
形
神
觀
念
―
―
人
物
鑑
識
論
と
の
關
わ
り
を
中
心
に
―
―

臧

魯
寧

は
じ
め
に

葛
洪
の
形
神
觀
念
に
關
し
て
は
、
從
來
『
抱
朴
子
』
内
篇
（
以
下
内
篇
と
稱
す
）

を
中
心
に
硏
究
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
胡
孚
琛
氏

(1)

は
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
は
漢
代
の
桓
譚
、
王
充
の
思
想
を
引
き
繼
ぎ
、
さ
ら
に
嵇
康
『
養
生
論
』
の
影
響
を
受
け
た
、
と
そ
の
思
想
的
系
譜

を
指
摘
し
て
い
る

。
ま
た
、
村
上
嘉
實
氏
は
本
體
論
的
な
立
場
か
ら
、
葛
洪
は
「
神
（
精
神
）」
の
ほ
う
を
「
形
（
肉
體
）」
よ
り
も
基
本

(2)

的
な
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
を
論
じ

、
さ
ら
に
、「
葛
洪
は
神
仙
思
想
の
大
家
で
あ
り
、
肉
體
の
不
老
長
壽
を
硏
究
し
た
人
で
あ
る
が
、
彼

(3)

に
お
い
て
も
究
極
的
に
精
神
が
肉
體
に
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」、
と
述
べ
て
い
る

。
(4)

し
か
し
、
内
篇
至
理
篇
に
は
、「
有
因
無
而
生
焉
、
形
須
神
而
立
焉
（
有
は
無
に
因
り
て
生
じ
、
形
は
神
を
須
ち
て
立
つ
）」
と
あ
る
だ

け
で
な
く
、「
形
者
、
神
之
宅
也
（
形
は
、
神
の
宅
な
り
）」、「
身
勞
則
神
散
（
身
勞
る
れ
ば
則
ち
神
散
ず
）」
と
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
形
」

と
「
神
」
と
が
互
い
に
依
存
す
る
と
し
、
人
閒
の
形
體
を
重
視
す
る
葛
洪
の
立
場
も
窺
え
る
。
そ
し
て
、
先
に
紹
介
し
た
胡
氏
の
硏
究
は
内

篇
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
抱
朴
子
』
外
篇
（
以
下
外
篇
と
稱
す
）
の
形
神
觀
念
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
檢
討
さ
れ
て
い
な
い
。
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ま
た
、
村
上
氏
の
硏
究
は
、
神
滅
不
滅
論
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
が
故
に
、
外
篇
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

形
は
肉
體
、
神
は
精
神
と
い
う
内
篇
に
見
え
る
認
識
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
に
關
す
る
先
行
硏
究
は
、
生
き

て
い
る
人
閒
の
形
神
に
對
し
て
葛
洪
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
葛
洪
の
形

神
觀
念
の
全
體
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
狀
況
を
踏
ま
え
、
主
と
し
て
外
篇
に
お
け
る
葛
洪
の
形
神
觀
念
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
葛
洪
の
人

物
鑑
識
論
を
取
り
扱
い
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
る
具
體
的
な
「
形
神
」
の
意
味
や
形
神
觀
念
と
の
關
係
を
檢
討
し
、
外
篇
に
見
え
る
葛
洪
の
形

神
觀
念
の
特
徵
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
た
い
。

一
、「
望
形
得
神
」
に
對
す
る
批
判

貴
賢
、
任
能
、
欽
士
、
審
擧
と
い
っ
た
篇
名
を
見
れ
ば
分
か
る
が
、
外
篇
で
は
、
尚
賢
論
を
は
じ
め
、
人
物
の
鑑
識
や
官
僚
の
登
用
、
評

價
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
政
治
思
想
が
力
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
賢
者
が
登
用
さ
れ
ず
、
終
に
混
亂
と
滅
亡
を
招
い
た
後
漢
と
呉
に
對
す
る

批
判
、
つ
ま
り
漢
過
と
呉
失
と
の
二
篇
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
章
に
は
、
葛
洪
の
西
晉
へ
の
風
刺
と
東
晉
へ
の
提
言
が
託
さ
れ
て

い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る

。
そ
し
て
、
漢
過
篇
だ
け
で
な
く
、
名
實
篇
に
も
、
後
漢
時
代
の
官
僚
登
用
制
度
の
紊
亂
に
對
す
る
批
判
が
見

(5)

え

、
そ
こ
で
葛
洪
は
ま
ず
そ
の
原
因
を
「
豈
唯
形
器
有
聾
瞽
哉
。
心
神
所
蔽
、
亦
又
如
之
。（
豈
に
唯
だ
形
器
に
聾
瞽
有
る
の
み
な
ら
ん
や
。

(6)
心
神
の
蔽
わ
る
る
に
、
亦
た
又
た
之
れ
の
如
し
）」
と
權
力
者
が
明
哲
で
な
い
こ
と
に
求
め
る
。
さ
ら
に
、
葛
洪
は
人
物
鑑
識
に
お
い
て
用
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い
ら
れ
る
方
法
に
對
し
て
も
、
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。

行
品
篇
に
お
い
て
、
葛
洪
は
人
閒
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
上
で
、
人
物
鑑
識
の
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

夫
物
有
似
而
實
非
、
若
然
而
不
然
。
料
之
無
惑
、
望
形
得
神
、
聖
者
其
將
病
諸
、
況
乎
常
人
。

夫
れ
物
に
は
似
て
實
は
非
、
然
る
が
若
き
も
然
ら
ざ
る
有
り
。
之
れ
を
料
る
に
惑
い
無
く
、
形
を
望
み
神
を
得
る
は
、
聖
者
す
ら
其
れ

將
に
諸
れ
を
病
む
、
況
ん
や
常
人
を
や
。

「
聖
者
其
將
病
諸
」
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
や
憲
問
篇
に
見
え
る
「
堯
舜
其
猶
病
諸
」

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
葛
洪
は
、
古
の
聖
王
を
イ

(7)

メ
ー
ジ
し
て
「
聖
者
」
と
い
う
表
現
を
使
い
、
人
閒
の
外
面
的
な
「
形
」
を
觀
察
し
て
、
内
面
的
な
本
質
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
人
物
鑑
識

法
、
つ
ま
り
「
望
形
得
神
」
の
有
效
性
に
疑
問
を
投
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
望
形
得
神
」
と
い
う
表
現
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
考
え
を
背
後
で
支
え
て
い
る
の
は
ほ
か
で
も
な
く
、
形
神
觀
念
と
い
う
思
想
的
基
盤
で
あ
る
。

で
は
、
葛
洪
の
い
う
「
望
形
得
神
」
は
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
の
か
。
ま
ず
、
行
品
篇
の
記
事
を
確
認
し
て
お
く
。

二
、
行
品
篇
に
見
え
る
「
形
」
と
「
神
」

行
品
篇
の
内
容
は
、
前
後
二
つ
に
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
で
は
、
葛
洪
は
人
閒
を
「
善
人
」、「
下
人
」、「
惡
者
」
と
い
う
三

つ
の
部
類
に
分
け
た
上
で
、「
聖
人
」、「
賢
人
」、「
道
人
」、「
孝
人
」、「
仁
人
」
と
い
っ
た
三
十
八
種
の
「
善
人
」、
及
び
「
悖
人
」、「
逆
人
」、
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「
凶
人
」
、「
惡
人
」
、「
虐
人
」
と
い
っ
た
四
十
五
種
の
「
惡
者
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徵
を
二
、
三
句
の
短
文
に
要
約
し

て
い
る
。
善
行
を
積
む
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
「
下
人
」
と
し
、
そ
の
中
で
惡
事
を
働
い
た
者
を
「
惡
者
」
と
す
る
考
え
が
興
味
深
く
、
こ

れ
ら
の
内
容
は
葛
洪
の
性
論
に
關
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
行
品
篇
の
後
半
の
内
容
か
ら
實
務
主
義
的
な
考
え
方
が
窺

え
る
。
こ
の
二
點
に
つ
い
て
は
別
稿
に
讓
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
、
外
篇
に
見
え
る
形
神
觀
念
に
論
點
を
し
ぼ
っ
て
考
察
を
進
め
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
行
品
篇
に
お
け
る
議
論
の
構
造
は
、
前
半
に
お
い
て
、
自
分
自
身
の
見
聞
や
經
驗
に
基
づ
き
、
人
閒
を
判
斷
す
る
基
準
の

多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
後
半
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
多
樣
な
人
閒
に
は
さ
ら
に
表
裏
の
あ
る
こ
と
を
示
し
、
外
面
と
内
面
が
う
ま
く
對
應

し
な
い
人
物
像
を
具
體
的
に
描
寫
し
た
上
で
、
凡
庸
な
人
閒
に
と
っ
て
「
望
形
得
神
」
と
い
う
方
法
は
賴
り
に
な
ら
な
い
、
と
結
論
づ
け
る
。

行
品
篇
の
内
容
は
、
從
來
名
實
篇
の
議
論
の
延
長
、
つ
ま
り
人
物
の
名
聲
と
實
力
と
が
一
致
し
な
い
こ
と
に
對
す
る
批
判
と
し
て
考
察
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
多
く
は
行
品
篇
の
記
事
を
列
擧
し
て
紹
介
し
て
い
る
だ
け
、
と
の
印
象
が
強
い

。
行
品
篇
に
お
け
る
「
形
」
と
「
神
」

(8)

は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
を
具
體
的
に
分
析
す
れ
ば
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
に
對
す
る
理
解
に
新
た
な
ヒ
ン

ト
を
與
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
で
以
下
、
行
品
篇
に
擧
げ
ら
れ
る
「
十
難
」（
人
閒
の
本
質
を
知
り
難
い
も
の
と
す
る
十

の
理
由
）
を
檢
討
す
る
。「
十
難
」
の
な
か
で
は
、
葛
洪
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
閒
の
形
神
關
係
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
第
一
、

第
二
と
第
五
條
で
あ
る
。

士
有
顏
貌
修
麗
、
風
表
閑
雅
、
望
之
溢
目
、
接
之
適
意
、
威
儀
如
龍
虎
、
盤
旋
成
規
矩
、
然
心
蔽
神
否
、
才
無
所
堪
、
心
中
所
有
、
盡

附
皮
膚
、
口
不
能
吐
片
奇
、
筆
不
能
屬
半
句
、
入
不
能
宰
民
、
出
不
能
用
兵
、
治
事
則
事
廢
、
銜
命
則
命
辱
、
動
靜
無
宜
、
出
處
莫
可
。

蓋
難
分
之
一
也
。

士
に
は
顏
貌
修
麗
、
風
表
閑
雅
に
し
て
、
之
れ
を
望
め
ば
目
に
溢
れ
、
之
れ
に
接
す
れ
ば
意
に
適
い
、
威
儀

龍
虎
の
如
く
、
盤
旋
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規
矩
を
成
す
も
、
然
れ
ど
も
、
心

蔽
わ
れ
、
神

否
が
れ
、
才

堪
う
る
所
無
く
、
心
中
の
有
る
所
、
盡
く
皮
膚
に
附
き
、
口

片

ふ
さ

奇
を
吐
く
能
わ
ず
、
筆

半
句
を
屬
る
能
わ
ず
、
入
り
て
は
民
を
宰
む
る
能
わ
ず
、
出
で
て
は
兵
を
用
う
る
能
わ
ず
、
事
を
治
む
れ
ば

つ
づ

則
ち
事
廢
し
、
命
を
銜
め
ば
則
ち
命
辱
し
め
ら
れ
、
動
靜
宜
し
き
こ
と
無
く
、
出
處
可
な
る
こ
と
莫
き
も
の
有
り
。
蓋
し
分
か
ち
難
き

ふ
く

の
一
な
り
。

「
接
之
適
意
」
と
い
う
非
視
覺
的
な
「
望
形
」
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
顏
貌
、
風
表
、
威
儀
、
盤
旋
と
い
っ
た
言
葉
を
見
れ
ば
分
か
る

よ
う
に
、「
形
」
は
つ
ま
り
觀
察
對
象
の
外
見
で
あ
る
。「
皮
膚
」
は
外
篇
刺
驕
篇
「
求
之
以
貌
、
責
之
以
姸
。
俗
人
徒
覩
其
外
形
之
粗
簡
、

不
能
察
其
精
神
之
淵
邈
。
務
在
皮
膚
、
不
料
心
志
。（
之
れ
を
求
む
る
に
貌
を
以
て
し
、
之
れ
を
責
む
る
に
姸
を
以
て
す
。
俗
人
徒
だ
其
の

外
形
の
粗
簡
を
覩
る
の
み
、
其
の
精
神
の
淵
邈
を
察
す
る
能
わ
ず
。
務
む
る
は
皮
膚
に
在
り
、
心
志
を
料
ら
ず
）」、
内
篇
勤
求
篇
「
亦
有
人

皮
膚
好
喜
、
而
信
道
之
誠
、
不
根
心
神
。（
亦
た
人
の
皮
膚
好
喜
す
る
こ
と
有
る
も
、
而
る
に
道
を
信
ず
る
の
誠
、
心
神
に
根
ざ
さ
ず
）」
な

ど
に
見
え
、「
心
志
」
と
「
心
神
」
の
對
照
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
次
に
「
口
不
能
吐
片
奇
、
筆
不
能
屬
半
句
、
入
不
能
宰
民
、
出
不

能
用
兵
、
治
事
則
事
廢
、
銜
命
則
辱
命
、
動
靜
無
宜
、
出
處
莫
可
」
と
い
う
の
は
、
外
見
は
良
い
の
に
、
内
面
の
奧
深
さ
は
な
い
こ
と
に
對

す
る
批
評
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
條
は
第
一
條
の
反
對
の
例
で
あ
る
。

士
有
貌
望
樸
悴
、
容
觀
矬
陋
、
聲
氣
雌
弱
、
進
止
質
澁
。
然
而
含
英
懷
寶
、
經
明
行
高
、
榦
過
元
凱
、
文
蔚
春
林
、
官
則
庶
績
用
康

、
(9)

武
則
克
全
獨
勝
。
蓋
難
分
之
二
也
。

士
に
は
貌
望
樸
悴
と
し
て
、
容
觀
矬
陋
に
し
て
、
聲
氣
雌
弱
に
し
て
、
進
止
質
澁
な
り
、
然
り
而
し
て
、
英
を
含
み
寶
を
懷
き
、
經
に

明
ら
か
に
し
て
行
い
高
く
、
榦
は
元
凱
に
過
ぎ
、
文
は
春
林
よ
り
蔚
ん
に
し
て
、
官
は
則
ち
庶
績
用
て
康
く
、
武
は
則
ち
克
く
全
く
獨

や
す

り
勝
つ
も
の
有
り
。
蓋
し
分
か
ち
難
き
の
二
な
り
。
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こ
こ
に
見
ら
れ
る
通
り
、
前
半
は
「
貌
望
」
、「
容
觀
」
、「
進
止
」
の
ほ
か
に
、「
聲
氣
」
と
い
う
非
視
覺
的
な
も
の
も
觀
察
の
對
象
と
な
る

が
、
こ
れ
も
人
閒
の
外
面
を
言
う
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
後
半
に
「
含
英
懷
寶
」
と
あ
り
、
次
い
で
「
官
則
庶
績
用
康
、
武
則

克
全
獨
勝
」
と
述
べ
ら
れ
る
の
も
、
や
は
り
人
閒
の
内
面
と
實
務
能
力
に
對
す
る
評
價
で
あ
る
。
ま
た
、
第
五
條
に
は

士
有
外
形
足
恭
、
容
虔
言
恪
。
而
神
疏
心
慢
、
中
懷
散
放
、
受
任
不
憂
、
居
局
不
治
。
蓋
難
分
之
五
也
。

士
に
は
外
形
足
恭
に
し
て
、
容
虔
し
み
て
言
恪
し
み
、
而
る
に
神
疏
く
心

慢

り
、
中
懷
は
散
放
と
し
て
、
任
を
受
く
る
も
憂
え
ず
、

つ
つ

あ
ら

あ
な
ど

局
に
居
る
も
治
ま
ら
ざ
る
も
の
有
り
。
蓋
し
分
か
ち
難
き
の
五
な
り
。

と
あ
り
、
第
一
條
と
似
た
よ
う
な
構
造
を
示
し
、
見
た
目
と
中
身
と
が
一
致
し
な
い
人
物
像
を
擧
げ
て
い
る
。
以
上
、
三
例
だ
け
を
檢
討
し

た
が
、
他
の
七
例
も
基
本
的
に
外
面
と
内
面
が
う
ま
く
對
應
し
な
い
人
物
像
を
提
示
し
、
讀
者
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
さ
せ
て
か
ら
、
最
後
に

實
務
能
力
の
有
無
で
評
價
す
る
と
い
う
共
通
點
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
全
體
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
經

驗
的
な
事
例
を
羅
列
す
る
印
象
が
強
く
、
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
意
圖
が
見
え
な
い
。
先
行
硏
究
で
は
、「
十
難
」
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
化

す
る
試
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
う
ま
く
收
ま
っ
て
い
る
有
效
な
分
類
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

。
ま
た
、

(10)

「
十
難
」
を
列
擧
し
て
か
ら
、
葛
洪
自
身
が
「
望
形
得
神
、
聖
者
其
將
病
諸
、
況
乎
常
人
」
と
ま
と
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
十

條
の
内
容
を
は
っ
き
り
と
「
形
」
と
「
神
」
と
二
分
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
例
え
ば
、
第
四
條
の
「
機
辯
」
と
「
巧
言
」
の
場
合
は
、
そ
の

人
物
の
仕
草
な
ど
は
目
で
「
見
る
」
も
の
で
あ
る
が
、
言
論
は
耳
で
「
聽
く
」
も
の
で
あ
る

。
ま
た
、
第
六
條
に
見
え
る
弓
、
馬
な
ど
の

(11)

技
術
は
外
見
と
い
う
よ
り
、
ふ
る
ま
い
や
行
動
の
類
い
で
あ
る

。
そ
れ
ら
は
、
人
物
の
容
貌
と
と
も
に
言
及
さ
れ
る
際
に
、
内
面
的
な
も

(12)

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
葛
洪
自
身
が
「
形
」
と
「
神
」
、「
外
」
と
「
内
」
の
關
係
を
ど
の
程
度
意
識
し
な
が
ら
こ
の
一
篇
を
記
し
て
い
る
の
か
と
い
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う
の
も
問
題
で
あ
り
、「
十
難
」
の
内
容
を
一
々
「
形
」
あ
る
い
は
「
神
」
に
當
て
は
め
る
の
は
無
意
味
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
強
い
て

「
望
形
得
神
」
と
い
う
葛
洪
自
身
の
言
葉
に
當
て
は
め
て
言
え
ば
、「
神
」
は
も
ち
ろ
ん
人
閒
の
内
面
的
な
本
質
に
他
な
ら
ず
、「
形
」
は
人

閒
の
外
面
的
な
も
の
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
形
神
觀
念
は
一
見
、
常
識
的
な
も
の
に
見
え
る
が
、「
十
難
」
の
内
容
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、

葛
洪
の
い
う
「
形
」
は
形
體
、
容
貌
、
行
動
、
姿
勢
と
い
っ
た
視
覺
で
捉
え
う
る
外
見
の
部
分
は
も
と
よ
り
、
言
論
や
風
格
な
ど
の
視
覺
以

外
の
知
覺
可
能
な
人
閒
の
表
象
を
も
含
む
槪
念
で
あ
り
、「
神
」
は
精
神
と
い
う
抽
象
的
な
槪
念
に
止
ま
ら
ず
、
才
能
、
特
に
實
務
能
力
も

一
つ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
王
充
や
桓
譚
、
ま
た
『
抱
朴
子
』
内
篇
に
お
け
る
「
肉
體
・
精
神
（
靈
魂
）」

と
い
う
素
朴
な
形
神
觀
念
と
比
べ
る
と
、
外
篇
の
形
神
觀
念
は
よ
り
豐
富
な
内
容
を
持
つ
の
で
あ
る
。

三
、
淸
鑑
篇
に
お
け
る
論
難
―
―
「
望
形
得
神
」
の
有
效
性

前
節
で
は
、
行
品
篇
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
に
お
け
る
人
閒
の
内
外
に
對
す
る
認
識
を
確
認
し
た
。
實
際
、
以

下
檢
討
す
る
よ
う
に
、「
望
形
得
神
」
と
類
似
す
る
表
現
は
外
篇
淸
鑑
篇
に
も
見
え
る
。
淸
鑑
篇
に
お
い
て
、
後
漢
か
ら
魏
晉
に
か
け
て
盛

ん
に
用
い
ら
れ
る
「
設
論
」
と
い
う
文
體
が
採
用
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
望
形
得
神
」
の
有
效
性
を
主
張
す
る
論
敵
が
設
定
さ
れ
、
論
難
と
反

論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

。
こ
の
一
篇
も
ま
た
經
驗
的
な
記
述
が
多
く
、
比
喩
と
歸
納
を
用
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を

(13)

見
れ
ば
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
を
よ
り
具
體
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
冒
頭
に
、
葛
洪
は
ま
ず
張
飛
、
關
羽
な
ど
の
人
物
の
例

を
擧
げ
、「
知
人
」
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
上
で

、
續
い
て
行
品
篇
と
同
じ
主
旨
を
展
開
す
る
。

(14)
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欲
試
可
乃
已
、
則
恐
成
折
足
覆
餗
。
欲
聽
言
察
貌
、
則
或
似
是
而
非
。
眞
僞
混
錯
、
然
而
世
人
甚
以
爲
易
、
經
耳
過
目
、
謂
可
精
盡
。

余
甚
猜
焉
、
未
敢
許
也
。

試
み
て
可
に
し
て
乃
ち
已
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
恐
ら
く
は
足
を
折
り
餗
を
覆
す
こ
と
を
成
さ
ん
。
言
を
聽
き
貌
を
察
せ
ん
と
欲
す

そ
く

れ
ば
、
則
ち
或
い
は
是
に
似
て
非
な
り
。
眞
僞
混
錯
す
、
然
り
而
し
て
世
人

甚
だ
以
て
易
し
と
爲
し
、
耳
を
經
て
目
を
過
ぐ
る
こ
と
、

精
盡
す
べ
し
と
謂
う
。
余

甚
だ
焉
れ
を
猜
い
、
未
だ
敢
え
て
許
さ
ざ
る
な
り
。

「
聽
言
察
貌
」、「
經
耳
過
目
」
と
い
う
表
現
は
「
望
形
得
神
」
と
比
べ
る
と
、
觀
察
の
方
法
と
對
象
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
續
け
て

述
べ
ら
れ
る
内
容
に
は
表
現
が
少
し
變
わ
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
「
形
」
と
「
神
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

區
別
臧
否
、
瞻
形
得
神
、
存
乎
其
人
、
不
可
力
爲
。
自
非
明
竝
日
月
、
聽
聞
無
音
者
、
願
加
淸
澄
、
以
漸
進
用
、
不
可
頓
任
。

臧
否
を
區
別
し
、
形
を
瞻
て
神
を
得
る
は
、
其
の
人
に
存
し
、
力
め
て
爲
す
可
か
ら
ず
。
明
は
日
月
に
竝
び
、
聽
は
無
音
に
聞
く
者
に

非
ざ
る
自
り
は
、
願
わ
く
は
淸
澄
を
加
え
、
以
て
漸
く
進
用
し
、
頓
か
に
任
ず
可
か
ら
ず
。

に
わ

「
瞻
形
得
神
」
は
も
ち
ろ
ん
「
望
形
得
神
」
と
全
く
同
義
で
あ
り
、「
存
乎
其
人
」
は
『
易
』
繫
辭
上
傳
に
基
づ
き

、
行
品
篇
に
あ
る
「
夫

(15)

惟
大
明
」
に
對
應
す
る
。
ま
た
、「
明
竝
日
月
、
聽
聞
無
音
」
は
『
呂
氏
春
秋
』
重
言
「
故
聖
人
聽
於
無
聲
、
視
於
無
形
（
故
に
聖
人
は
無

聲
に
聽
き
、
無
形
に
視
る
）」
や
『
史
記
』
淮
南
列
傳
「
聰
者
聽
於
無
聲
、
明
者
見
於
未
形
、
故
聖
人
萬
擧
萬
全
（
聰
な
る
者
は
無
聲
に
聽

き
、
明
な
る
者
は
未
形
に
見
、
故
に
聖
人
は
萬
に
擧
げ
、
萬
に
全
う
す
）」
に
基
づ
き
、
觀
察
に
よ
っ
て
人
物
を
判
斷
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

「
明
」
と
い
う
能
力
を
備
え
な
い
凡
人
に
と
っ
て
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
段
で
は
、
論
敵
が
設
定
さ
れ
、「
望
形
得
神
」
が
有
效
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
ま
ず
天
地
自
然
に
お
け
る
事
例
が
擧
げ
ら
れ
る
。

或
難
曰
、
夫
在
天
者
垂
象
、
在
地
者
有
形
、
故
望
山
度
水
、
則
高
深
可
推
、
風
起
雲
飛
、
則
吉
凶
可
步
。
智
者
覩
木
不
瘁
、
則
悟
美
玉
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之
在
山
、
覿
岸
不
枯
、
則
覺
明
珠
之
沈
淵
。

或
ひ
と
難
じ
て
曰
く
、
夫
れ
天
に
在
る
者
は
象
を
垂
れ
、
地
に
在
る
者
は
形
有
り
、
故
に
山
を
望
み
水
を
度
れ
ば
、
則
ち
高
深
推
す
可

く
、
風
起
こ
り
雲
飛
べ
ば
、
則
ち
吉
凶
步
る
可
し
。
智
者
木
の
瘁
め
ざ
る
を
覩
れ
ば
、
則
ち
美
玉
の
山
に
在
る
を
悟
り
、
岸
の
枯
れ
ざ

る
を
覿
れ
ば
、
則
ち
明
珠
の
淵
に
沈
め
る
を
覺
る
。

右
に
擧
げ
た
論
難
は
、
ま
ず
『
易
』
繫
辭
上
傳
「
在
天
成
象
、
在
地
成
形
（
天
に
在
り
て
は
象
を
成
し
、
地
に
在
り
て
は
形
を
成
す
）」

を
踏
ま
え
、
自
然
界
の
感
應
の
事
例
を
取
り
上
げ
、「
望
形
得
神
」
の
合
理
性
を
訴
え
る
。
そ
の
上
で
さ
ら
に
人
閒
に
關
わ
る
具
體
例
を
列

擧
し
、
そ
の
有
效
性
を
證
明
し
よ
う
と
す
る
。

叔
魚
無
猒
之
心
、
見
於
初
生
之
狀
。
食
我
滅
宗
之
徵
、
著
乎
開
胞
之
始
。
…
…
范
子
所
以
絶
跡
於
五
湖
者
、
以
句
踐
蜂
目
而
鳥
喙
也
。

趙
人
所
以
息
意
於
爭
鋒
者
、
以
白
起
首
鋭
而
視
直
也
。

叔
魚
の
猒
く
無
き
の
心
、
初
生
の
狀
に
見
わ
れ
、
食
我
の
宗
を
滅
ぼ
す
の
徵
、
開
胞
の
始
に
著
わ
る
。
…
…
范
子
の
跡
を
五
湖
に
絶
つ

所
以
は
、
句
踐
の
蜂
目
に
し
て
鳥
喙
な
る
を
以
て
な
り
。
趙
人
の
意
を
爭
鋒
に
息
む
る
所
以
は
、
白
起
の
首
鋭
に
し
て
視
直
た
る
を
以

て
な
り
。

晉
の
叔
魚
は
生
ま
れ
た
時
に
、
虎
の
目
、
豚
の
口
、
鳶
の
肩
、
牛
の
腹
と
い
う
姿
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
て
母
が
こ
の
子
が
貪
欲
で
將
來
收

賄
で
死
ぬ
だ
ろ
う
と
豫
言
し
た
こ
と
や
、
羊
舌
氏
の
食
我
が
産
聲
を
あ
げ
た
際
、
狼
の
聲
が
す
る
こ
の
子
の
せ
い
で
羊
舌
一
族
が
滅
ぼ
さ
れ

る
と
母
に
言
わ
れ
た
こ
と

、
ま
た
、
范
蠡
と
平
原
君
は
い
ず
れ
も
相
手
の
特
殊
な
容
貌
と
仕
草
を
「
見
て
」、
そ
の
人
の
本
質
や
目
の
前
の

(16)

趨
勢
を
判
斷
し
、
失
敗
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
も
擧
げ
ら
れ
る
。
越
王
句
踐
の
特
殊
な
外
見
は
『
史
記
』
に
見
え

、
平

(17)

原
君
と
白
起
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、『
世
説
新
語
』
言
語
篇
の
注
に
引
く
嚴
尤
「
三
將
敍
」
に
見
え

、『
北
堂
書
鈔
』
に
引
用
さ
れ
た
曹
植

(18)
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「
相
論
」
も
そ
れ
を
踏
ま
え
る

。
(19)

「
相
論
」
は
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
人
閒
の
「
命
相
」
を
論
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
佚
文
が
類
書
な
ど
に
傳
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意

す
べ
き
は
、
曹
植
「
相
論
」
に
見
え
る
内
容
や
、
先
に
擧
げ
た
淸
鑑
篇
の
論
難
に
見
え
る
事
例
は
人
物
鑑
識
術
よ
り
、
一
種
の
占
い
の
性
格

を
匂
わ
せ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
人
相
を
見
て
未
來
を
豫
言
す
る
占
卜
と
、
外
見
を
見
て
人
閒
の
本
質
を
判
斷
す
る

人
物
鑑
識
は
切
り
離
せ
な
い
關
係
に
あ
る

。
後
漢
末
期
の
桓
帝
、
靈
帝
の
代
か
ら
、
人
物
評
論
の
風
潮
が
興
り
、
そ
こ
で
は
成
人
に
と
ど

(20)

ま
ら
ず
、
子
供
も
評
論
の
對
象
と
さ
れ
て
い
る

。
例
え
ば
、『
三
國
志
』
魏
書
王
昶
傳
の
裴
松
之
注
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
傳
え
ら
れ
て
い

(21)

る
。

案
王
氏
譜
、
昶
伯
父
柔
、
字
叔
優
。
父
澤
、
字
季
道
。
郭
林
宗
傳
曰
、
叔
優
、
季
道
幼
少
之
時
、
聞
林
宗
有
知
人
之
鑑
、
共
往
候
之
、

請
問
才
行
所
宜
、
以
自
處
業
。
林
宗
笑
曰
、
卿
二
人
皆
二
千
石
才
也
。
雖
然
、
叔
優
當
以
仕
宦
顯
、
季
道
宜
以
經
術
進
。
若
違
才
易
務
、

亦
不
至
也
。
叔
優
等
從
其
言
。
叔
優
至
北
中
郞
將
、
季
道
代
郡
太
守
。

王
氏
譜
を
案
ず
る
に
、
昶
の
伯
父
の
柔
、
字
は
叔
優
。
父
の
澤
、
字
は
季
道
。
郭
林
宗
傳
に
曰
く
、
叔
優
、
季
道

幼
少
の
時
、
林
宗

知
人
の
鑑
有
る
を
聞
き
、
共
に
往
き
て
之
れ
を

候

い
、
請
い
て
才
行
の
宜
し
き
所
を
問
い
、
以
て
自
ら
業
を
處
さ
ん
と
す
。
林
宗

う
か
が

笑
い
て
曰
く
、
卿
二
人
み
な
二
千
石
の
才
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
叔
優
は
當
に
仕
宦
を
以
て
顯
わ
る
べ
く
、
季
道
は
宜
し
く
經
術
を
以

て
進
む
べ
し
。
若
し
才
に
違
い
務
を
易
う
れ
ば
、
亦
た
至
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
叔
優
等
其
の
言
に
從
う
。
叔
優

北
中
郞
將
に
至
り
、

季
道

代
郡
太
守
な
り
。

こ
こ
で
登
場
す
る
郭
林
宗
は
郭
泰
、
後
漢
末
期
に
活
躍
し
た
名
儒
で
あ
る
。
彼
は
人
物
鑑
識
に
よ
っ
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
淸
鑑
篇
に

お
い
て
、
葛
洪
が
設
定
し
た
論
敵
は
、
次
の
よ
う
に
郭
泰
の
人
物
鑑
識
の
有
效
性
を
語
っ
て
い
る
。
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郭
泰
中
才
、
猶
能
知
人
…
…
簡
精
鈍
於
符
表
、
詳
舒
急
乎
聲
氣
、
料
明
暗
於
擧
厝
、
察
淸
濁
於
財
色
、
觀
取
與
於
宜
適
、
謂
虛
實
於
言

行
、
考
操
業
於
閨
閫
、
校
始
終
於
信
效
、
善
否
之
驗
、
不
其
易
乎
。

郭
泰
の
中
才
す
ら
、
猶
お
能
く
人
を
知
り
…
…
精
鈍
を
符
表
に
簡
び
、
舒
急
を
聲
氣
に
詳
ら
か
に
し
、
明
暗
を
擧
厝
に
料
り
、
淸
濁
を

財
色
に
察
し
、
取
與
を
宜
適
に
觀
、
虛
實
を
言
行
に
謂
い
、
操
業
を
閨
閫
に
考
え
、
始
終
を
信
效
に
校
れ
ば
、
善
否
の
驗
し
、
其
れ
易

か
ら
ず
や
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
通
り
、「
符
表
」
や
「
聲
氣
」
、「
擧
厝
」
、「
財
色
」
は
も
と
よ
り
、「
取
與
」
の
適
切
さ
、「
言
行
」
の
虛
實
、
家
庭
内

の
「
操
業
」、
そ
し
て
「
信
效
」
の
一
貫
性
と
い
っ
た
も
の
も
觀
察
の
對
象
で
あ
る
。「
符
表
」
と
い
う
表
現
は
、
以
下
に
引
用
し
た
徐
幹
『
中

論
』
の
法
象
篇
の
内
容
に
基
づ
く
。

夫
容
貌
者
、
人
之
符
表
也
。
符
表
正
、
故
情
性
治
。
情
性
治
、
故
仁
義
存
。
仁
義
存
、
故
盛
德
著
。
盛
德
著
、
故
可
以
爲
法
象
。
斯
謂

之
君
子
矣
。

夫
れ
容
貌
と
は
、
人
の
符
表
な
り
。
符
表
正
し
、
故
に
情
性
治
ま
る
。
情
性
治
ま
る
、
故
に
仁
義
存
す
。
仁
義
存
す
、
故
に
盛
德
著
わ

る
。
盛
德
著
わ
る
、
故
に
以
て
法
象
と
爲
す
可
し
。
斯
れ
之
を
君
子
と
謂
う
。

君
子
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
符
表
、
つ
ま
り
禮
儀
作
法
に
し
た
が
っ
て
容
姿
を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
望
形
得
神
」
の
有
效
性

を
主
張
す
る
者
に
と
っ
て
、
人
閒
の
外
面
と
内
面
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
符
表
」
は
い
か
に
も
都
合
の
い
い
表
現
で
あ

ろ
う
。

以
上
檢
討
し
て
き
た
通
り
、
淸
鑑
篇
の
論
難
の
内
容
は
三
つ
の
段
階
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
簡
單
に
ま
と
め
る
と
、「
望
形
得
神
」
の

有
效
性
を
證
明
す
る
た
め
に
、（
一
）
天
地
自
然
に
お
け
る
感
應
か
ら
出
發
す
る
一
般
論
、（
二
）
歷
史
上
も
し
く
は
傳
説
上
の
人
物
を
取
り
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上
げ
る
具
體
例
、（
三
）
近
頃
（
後
漢
時
代
）
の
郭
泰
の
事
績
、
と
い
う
順
番
で
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
淸
鑑
篇
に
お
け
る
葛
洪
の
反
論

さ
て
、
右
の
論
難
に
對
す
る
葛
洪
の
立
場
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
ま
ず
、
論
難
の
（
一
）
に
對
す
る
葛
洪
の
意
見
か
ら
檢
討
す
る
。

人
相
を
通
し
て
運
命
を
占
う
こ
と
も
、
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
も
、
と
も
に
長
い
傳
統
を
持
つ
と
い
う
事
實
は
、
無
視
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、『
大
戴
禮
記
』
少
閒
に
は
、
古
の
聖
王
が
ど
の
よ
う
に
人
材
を
採
用
す
る
の
か
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔
堯
取
人
以
狀
、
舜
取
人
以
色
、
禹
取
人
以
言
、
湯
取
人
以
聲
、
文
王
取
人
以
度
。
此
四
代
五
王
之
取
人
以
治
天
下
如
此
。

昔
、
堯

人
を
取
る
に
狀
を
以
て
し
、
舜

人
を
取
る
に
色
を
以
て
し
、
禹

人
を
取
る
に
言
を
以
て
し
、
湯

人
を
取
る
に
聲
を
以

て
し
、
文
王

人
を
取
る
に
度
を
以
て
す
。
此
れ
四
代
五
王
の
人
を
取
り
て
以
て
天
下
を
治
む
る
は
此
の
如
し
。

こ
の
記
錄
で
は
、
古
の
聖
王
が
人
閒
を
判
斷
す
る
基
準
と
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
そ
の
結
果
か
ら
す
る
と
、
同
じ
く
有
效
で
あ
る

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
狀
」
、「
色
」
、「
言
」
、「
聲
」
を
通
し
て
人
閒
を
判
斷
す
る
と
い
う
の
は
、
葛
洪
が
批
判
す
る
「
望
形
得
神
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
孔
子
が
「
以
容
取
人
乎
、
失
之
子
羽
。
以
言
取
人
乎
、
失
之
宰
予
（
容
を
以
て
人
を
取
る
や
、
之
れ
を
子
羽
に
失

う
。
言
を
以
て
人
を
取
る
や
、
之
れ
を
宰
予
に
失
う
）」(

『
韓
非
子
』
顯
學
篇)

と
い
う
の
は
、「
望
形
得
神
」
の
失
敗
談
で
あ
る
が
、
同
時

に
ま
た
「
望
形
得
神
」
と
い
う
方
法
が
長
い
傳
統
を
持
つ
こ
と
を
裏
付
け
る
。

實
際
、
葛
洪
は
古
の
聖
王
や
聖
人
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
反
論
す
る
前
に
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
斷
っ
て
い
る
の
で
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あ
る
。抱

朴
子
答
曰
、
余
非
謂
人
物
了
不
可
知
、
知
人
挺
無
形
理
也
。
徒
以
斯
術
存
乎
大
明
、
非
夫
當
人
自
許
。
然
而
世
士
各
謂
能
之
、
是
以

有
云
、
以
警
付
任
耳
。

抱
朴
子
答
え
て
曰
く
、
余
は
人
物
は

了
く
知
る
可
か
ら
ず
、
人
を
知
り
て
挺

づ
る
に
は
形
理
無
し
と
謂
う
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
徒
だ

ま
っ
た

ぬ
き
ん

斯
の
術
は
大
明
に
存
す
る
を
以
て
、
夫
の
當
人
の
自
許
に
非
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
世
の
士
各
の
お
の
之
れ
を
能
く
す
と
謂
う
。
是

こ
を
以
て
云
う
有
り
て
、
警
を
以
て
任
に
付
す
る
の
み
。

つ
ま
り
、
葛
洪
は
否
定
し
難
い
天
人
相
關
説
や
自
然
の
攝
理
な
ど
を
認
め
、「
知
人
」
を
特
定
の
人
閒
こ
そ
が
で
き
る
技
術
と
し
つ
つ
、

批
判
の
矛
先
を
「
望
形
得
神
」
を
し
よ
う
と
す
る
世
の
中
の
凡
人
に
向
け
て
い
る
。
續
け
て
人
閒
の
表
裏
が
一
致
し
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た

上
で
、
人
閒
と
天
地
山
川
と
の
違
い
、
つ
ま
り
人
閒
の
性
質
が
變
化
す
る
こ
と
を
説
く
。

夫
貌
望
豐
偉
者
不
必
賢
、
而
形
器
尪
瘁
者
不
必
愚
、
咆
哮
者
不
必
勇
、
淳
淡
者
不
必
怯
。
或
外
候
同
、
而
用
意
異
、
或
氣
性
殊
、
而
所

務
合
。
非
若
天
地
有
常
候
、
山
川
有
定
止
也
。

夫
れ
貌
望
の
豐
偉
な
る
者
は
必
ず
し
も
賢
な
ら
ず
、
而
し
て
形
器
尪
瘁
な
る
者
は
必
ず
し
も
愚
な
ら
ず
。
咆
哮
す
る
者
必
ず
し
も
勇
な

ら
ず
、
淳
淡
な
る
者
必
ず
し
も
怯
な
ら
ず
。
或
い
は
外
候
同
じ
、
而
る
に
用
意
異
な
り
、
或
い
は
氣
性
殊
な
り
、
而
る
に
務
む
る
所
合

す
。
天
地
に
常
候
有
り
、
山
川
に
定
止
有
る
が
若
き
に
非
ざ
る
な
り
。

貌
望
、
形
器
と
い
っ
た
外
見
が
必
ず
し
も
賢
、
愚
と
い
っ
た
人
閒
の
内
面
的
な
性
質
と
一
致
し
な
い
と
い
う
葛
洪
の
主
張
は
、
行
品
篇
に

お
け
る
「
十
難
」
と
一
貫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
葛
洪
は
人
閒
の
認
識
に
局
限
性
が
あ
る
こ
と
や
、「
壽
夭
、
貧
富
、
官
秩
、
尊
卑
」
と
い

っ
た
も
の
は
本
質
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
述
べ
、
論
難
（
二
）
の
具
體
例
の
妥
當
性
を
否
定
す
る
。
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物
亦
故
有
遠
而
易
知
、
近
而
難
料
、
譬
猶
眼
能
察
天
衢
、
而
不
能
周
項
領
之
閒
、
耳
能
聞
雷
霆
、
而
不
能
識
螘
蝨
之
音
也
。
唐
、
呂
、

樊
、
許
、
善
於
相
人
狀
、
唯
知
壽
夭
貧
富
、
官
秩
尊
卑
、
而
不
能
審
情
性
之
寬
剋
、
情
性
之
洿
隆
。
惟
帝
難
之
、
況
庸
人
乎
。
而
吾
子

擧
論
形
之
例
、
詰
精
神
之
談
、
未
修
其
本
、
殆
失
指
矣
。

物
に
も
亦
た
故
よ
り
遠
け
れ
ど
も
知
り
易
く
、
近
け
れ
ど
も
料
り
難
き
有
り
、
譬
う
る
に
猶
お
眼
は
能
く
天
衢
を
察
す
る
も
、
而
る
に

項
領
の
閒
に
周
く
す
る
能
わ
ず
、
耳
は
能
く
雷
霆
を
聞
く
も
、
而
る
に
螘
蝨
の
音
を
識
る
能
わ
ざ
る
が
ご
と
し
。
唐
、
呂
、
樊
、
許
は

人
の
狀
を
相
す
る
に
善
き
も
、
唯
だ
壽
夭
貧
富
、
官
秩
尊
卑
を
知
る
の
み
、
而
る
に
情
性
の
寬
剋
、
志
行
の
洿
隆
を
審
ら
か
に
す
る
能

わ
ず
。
惟
れ
帝
す
ら
之
れ
を
難
し
と
す
。
況
ん
や
庸
人
を
や
。
而
る
に
吾
子

形
を
論
ず
る
の
例
を
擧
げ
、
精
神
の
談
を
詰
む
る
は
、

未
だ
其
の
本
を
修
め
ず
、
殆
ん
ど
指
を
失
う
。

そ
し
て
、（
三
）
の
郭
泰
の
こ
と
が
ら
に
對
し
て
は
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
「
非
不
一
得
、
然
不
能
常
（
一
た
び
も
得
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、

然
れ
ど
も
常
に
す
る
能
わ
ず
）
」
、「
其
所
得
者
、
顯
而
易
識
、
其
所
失
者
、
人
不
能
紀
（
其
の
得
る
所
は
、
顯
れ
て
識
り
易
く
、
其
の
失
う

所
は
、
人
紀
す
る
能
わ
ず
）」
と
い
う
よ
う
な
偶
然
、
あ
る
い
は
記
錄
者
の
偏
向
に
過
ぎ
な
い
と
結
論
づ
け
た
。

以
上
、
淸
鑑
篇
に
お
け
る
假
想
論
敵
の
論
難
と
葛
洪
に
よ
る
反
論
の
内
容
を
檢
討
し
て
き
た
。
論
敵
の
三
つ
の
指
摘
に
對
し
て
、
葛
洪
は
、

ま
ず
（
一
）
の
一
般
論
を
認
め
つ
つ
、
批
判
す
る
對
象
を
凡
人
に
設
定
し
た
上
で
、（
二
）
の
具
體
例
を
「
論
形
之
例
」
と
し
、
そ
の
觀
察

し
た
結
果
を
眞
の
本
質
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、（
三
）
の
郭
泰
に
對
し
て
は
、
葛
洪
は
攻
擊
す
る
姿
勢
を
示
し
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
郭
泰
だ
け
で
は
な
く
、
郭
泰
の
追
隨
者
を
も
批
判
の
對
象
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
通
り
、
實
際
、
葛
洪
が
批
判
し
て
い
る
の
は
、「
望
形
得
神
」
と
い
う
方
法
で
は
な
く
、
凡
人
が
行
う
「
望
形
得
神
」

で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
凡
人
に
と
っ
て
は
「
望
形
得
神
」
が
不
可
能
な
の
か
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
擧
論
形
之
例
、
詰
精
神
之
談
、
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未
修
其
本
、
殆
失
指
矣
」
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
葛
洪
の
「
望
形
得
神
」
批
判
は
本
末
思
想
と
密
接
に
關
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、「
望
形
得
神
」
批
判
の
原
理

人
閒
の
「
形
」
と
「
神
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
兩
者
は
と
も
に
氣
を
受
け
て
生
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
形
神
が
相
卽
す
る
と

い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
る

。『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」
に
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
が

、
後
の
南
朝
齊
、
梁
時
代
の
范
縝
は

(22)

(23)

「
神
卽
形
也
、
形
卽
神
也
（
神
は
卽
ち
形
な
り
、
形
は
卽
ち
神
な
り
）
」、
と
「
形
神
相
卽
」
と
い
う
立
場
に
基
づ
く
「
神
滅
論
」
を
展
開
す

る
。「
望
形
得
神
」
と
い
う
發
想
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
氣
の
生
成
論
に
お
け
る
連
續
性
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
。

「
望
形
得
神
」
と
い
う
人
物
鑑
識
法
を
論
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
は
三
國
の
魏
に
仕
え
た
劉
劭
で
あ
る
。
彼
の
『
人
物
志
』
は
人

物
鑑
識
の
理
論
書
と
さ
れ
、
そ
の
九
徵
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋
人
物
之
本
、
出
乎
情
性
。
情
性
之
理
、
甚
微
而
玄
、
非
聖
人
之
察
、
其
孰
能
究
之
哉
。
…
…
凡
有
血
氣
者
、
莫
不
含
元
一
以
爲
質
、

稟
陰
陽
以
立
性
、
體
五
行
而
著
形
。
苟
有
形
質
、
猶
可
卽
而
求
之
。
…
…
物
生
有
形
、
形
有
神
精
、
能
知
精
神
、
則
窮
理
盡
性
。

蓋
し
人
物
の
本
、
情
性
よ
り
出
づ
。
情
性
の
理
、
甚
だ
微
に
し
て
玄
な
り
、
聖
人
の
察
に
非
ず
ん
ば
、
其
れ
孰
れ
か
能
く
之
を
究
め
ん

や
。
…
…
凡
そ
血
氣
有
る
者
、
元
一
を
含
み
て
以
て
質
と
爲
し
、
陰
陽
を
稟
け
て
以
て
性
を
立
て
、
五
行
を
體
し
て
形
に
著
わ
れ
ざ
る

莫
し
。
苟
し
形
質
有
れ
ば
、
猶
お
卽
し
て
之
れ
を
求
む
可
し
。
…
…
物
生
じ
て
形
有
り
、
形
に
神
精
有
り
、
能
く
精
神
を
知
れ
ば
、
則

ち
理
を
窮
め
て
性
を
盡
く
す
。
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人
閒
の
本
質
は
見
拔
き
難
く
、
特
定
の
人
閒
し
か
で
き
な
い
と
い
う
考
え
方
は
葛
洪
と
劉
劭
で
共
通
す
る
が
、
前
者
と
違
っ
て
後
者
は
聖

人
で
な
く
て
も
、「
望
形
得
神
」
が
で
き
る
と
考
え
る
。

「
元
一
」
と
い
う
言
葉
は
、
内
篇
暢
玄
篇
「
胞
胎
元
一
、
範
鑄
兩
儀
（
元
一
を
胞
胎
し
、
兩
儀
を
範
鑄
す
）」
に
見
え
、
す
べ
て
を
生
み

出
す
根
源
を
意
味
す
る
。『
人
物
志
』
の
場
合
も
、「
元
一
」
と
「
陰
陽
」、「
五
行
」
を
人
閒
の
構
成
要
素
と
見
な
す
。
つ
ま
り
、
劉
劭
が
人

閒
の
外
見
を
通
し
て
内
面
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
根
據
は
、
外
面
的
な
「
形
質
」
と
内
面
的
な
「
精
神
」
と
が
同
じ
根

源
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
連
續
性
を
持
つ
こ
と
に
あ
る
。
葛
洪
も
そ
の
よ
う
な
傳
統
的
な
生
成
論
を
踏
襲
し
、
天
地
萬
物
は
み
な
氣
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
た
め

、
劉
劭
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
孔
子
の

(24)

經
驗
談
に
見
ら
れ
る
通
り
、
人
閒
の
外
見
と
内
面
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
い
う
現
實
も
あ
る
わ
け
で
、
葛
洪
の
「
望
形
得
神
」
批
判

は
正
に
そ
の
よ
う
な
社
會
現
實
と
常
識
的
な
經
驗
か
ら
出
發
す
る
も
の
で
あ
る
。

氣
と
形
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、「
箱
モ
デ
ル
」
と
「
角
砂
糖
モ
デ
ル
」
の
二
つ
の
見
方
に
基
づ
き
、
議
論
す
る
對
象
の
外
見
と
内
面
と

の
一
致
不
一
致
に
よ
っ
て
、
必
要
に
應
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
き
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る

。
つ
ま
り
、
人
閒
の
外
面
と
内
面
と
が
一
致
し

(25)

な
い
場
合
は
、「
形
」
は
一
つ
の
容
器
の
よ
う
な
、「
氣
」
や
「
神
」
と
連
續
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
し
て
兩
者
が
一
致
す
る
場
合
は
、

「
形
」
と
「
神
」
と
が
分
離
で
き
な
い
渾
然
一
體
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
望
形
得
神
」
に
對
す
る
見
方
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
立

場
の
い
ず
れ
に
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
劉
劭
や
葛
洪
と
い
っ
た
思
想
家
は
、
自
分
の
考
え
の
妥
當
性
が
非
難
さ
れ
る
際
に
、
さ
ら

な
る
根
據
も
し
く
は
理
論
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
劉
劭
の
場
合
は
、「
望
形
得
神
」
は
成
功
す
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
失

敗
す
る
の
は
特
別
な
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

夫
淸
雅
之
美
、
著
乎
形
質
、
察
之
寡
失
、
失
繆
之
由
、
恆
在
二
尤
。
二
尤
之
生
、
與
物
異
列
。
故
尤
妙
之
人
、
含
精
於
内
、
外
無
飾
姿
、
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尤
虛
之
人
、
碩
言
瑰
姿
、
内
實
乖
反
。（
『
人
物
志
』
七
繆
）

夫
れ
淸
雅
の
美
、
形
質
に
著
わ
れ
、
之
れ
を
察
す
れ
ば
失
寡
し
、
失
繆
の
由
、
恆
に
二
尤
に
在
り
。
二
尤
の
生
ず
る
は
、
物
と
列
を
異

に
す
。
故
に
尤
妙
の
人
、
精
を
内
に
含
め
、
外
に
飾
姿
無
く
、
尤
虛
の
人
、
碩
言
瑰
姿
に
し
て
、
内
に
實
に
乖
反
す
。

こ
の
説
は
具
體
的
な
説
明
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
解
決
不
能
な
と
こ
ろ
を
例
外
と
す
る
點
に
お
い
て
、
葛
洪
の
い
う
「
非

不
一
得
、
然
不
能
常
」
と
同
樣
、
詭
辯
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
葛
洪
の
場
合
は
、
外
篇
に
お
け
る
形
神
觀
念
に
お
い
て
、
本
末

觀
念
に
基
づ
く
發
想
が
見
え
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。

『
抱
朴
子
』
内
外
篇
は
、
外
篇
自
敍
「
其
内
篇
言
神
仙
方
藥
、
鬼
怪
變
化
、
養
生
延
年
、
禳
邪
却
禍
之
事
、
屬
道
家
。
外
篇
言
人
閒
得
失
、

世
事
臧
否
、
屬
儒
家
（
其
の
内
篇
は
神
仙
方
藥
、
鬼
怪
變
化
、
養
生
延
年
、
禳
邪
却
禍
の
事
を
言
い
、
道
家
に
屬
す
。
外
篇
は
人
閒
の
得
失
、

世
事
の
臧
否
を
言
い
、
儒
家
に
屬
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
神
仙
道
修
行
者
と
儒
者
と
の
二
つ
の
立
場
か
ら
の
言
説
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
矛
盾
す
る
と
思
わ
れ
る
内
容
が
あ
る
の
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
統
合
的
に
内
外
篇
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
本
末
思
想

が
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
與
え
て
く
れ
る
。
内
篇
に
は
、
明
本
と
い
う
儒
道
關
係
を
議
論
す
る
一
篇
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
、
次
の
よ
う
な
本

末
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

道
者
、
儒
之
本
也
。
儒
者
、
道
之
末
也
。
夫

以
爲
陰
陽
之
術
、
衆
於
忌
諱
、
使
人
拘
畏
。
而
儒
者
博
而
寡
要
、
勞
而
少
功
。
墨
者
儉

(26)

而
難
遵
、
不
可
徧
循
。
法
者
嚴
而
少
恩
、
傷
破
仁
義
。
唯
道
家
之
敎
、
使
人
精
神
專
一
、
動
合
無
形
、
包
儒
墨
之
善
、
總
名
法
之
要
、

與
時
遷
移
、
應
物
變
化
、
指
約
而
易
明
、
事
少
而
功
多
、
務
在
全
大
宗
之
朴
、
守
眞
正
之
源
者
也
。

道
は
、
儒
の
本
な
り
。
儒
は
、
道
の
末
な
り
。
夫
れ
以
爲
ら
く
陰
陽
の
術
、
忌
諱
を
衆
く
し
、
人
を
し
て
拘
畏
せ
し
む
。
而
し
て
儒
者

は
博
く
、
而
る
に
要
寡
な
く
、
勞
し
て
功
少
な
し
。
墨
者
は
儉
に
し
て
遵
い
難
く
、
徧
循
す
可
か
ら
ず
。
法
者
は
嚴
に
し
て
恩
少
な
く
、
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仁
義
を
傷
破
す
。
唯
だ
道
家
の
敎
の
み
、
人
の
精
神
を
專
一
な
ら
し
め
、
動
い
て
無
形
に
合
わ
せ
し
む
。
儒
墨
の
善
を
包
み
、
名
法
の

要
を
總
べ
、
時
と
與
に
遷
移
し
、
物
に
應
じ
て
變
化
し
、
指
約
に
し
て
明
ら
か
に
し
易
く
、
事
少
く
し
て
功
多
く
、
務
め
て
大
宗
の
朴

を
全
う
し
、
眞
正
の
源
を
守
る
に
在
る
者
な
り
。

右
に
擧
げ
ら
れ
た
議
論
は
、
司
馬
談
の
「
論
六
家
要
指
」

を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
見
え
る
「
道
家
」
と
い
う
言
葉
は
、
先

(27)

秦
以
來
の
老
莊
思
想
、
前
漢
の
黃
老
の
學
、
ま
た
神
仙
道
家
な
ど
、
い
く
つ
も
の
意
味
が
重
な
っ
て
お
り
、
司
馬
談
と
葛
洪
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
「
道
家
」
が
同
じ
も
の
と
は
斷
言
で
き
な
い
が
、「
道
家
」
を
重
ん
じ
る
と
い
う
葛
洪
の
認
識
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
本
末
論
に
基
づ
い

た
「
道
本
儒
末
」
と
い
う
葛
洪
の
考
え
は
、『
抱
朴
子
』
内
外
篇
に
通
底
す
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
で
は
、「
望
形
得
神
」
批
判
に

(28)

は
、
葛
洪
の
本
末
思
想
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か

。
ま
ず
、
外
篇
の
正
郭
篇
に
見
え
る
次
の
一
文
か
ら
見
て
い
こ
う
。

(29)

世
人
逐
其
華
而
莫
硏
其
實
、
翫
其
形
而
不
究
其
神
、
故
遭
雨
巾
壞
、
猶
復
見
傚
。
不
覺
其
短
、
皆
是
類
也
。

世
人
其
の
華
を
逐
い
て
其
の
實
を
硏
す
る
莫
く
、
其
の
形
を
翫
で
て
其
の
神
を
究
め
ず
。
故
に
雨
に
遭
い
て
巾
壞
る
る
も
、
猶
お
復
た

め

傚
わ
る
。
其
の
短
を
覺
え
ざ
る
は
、
皆
是
の
類
い
な
り
。

正
郭
篇
は
、
嵇
含
を
相
手
と
し
た
、
世
の
中
の
郭
泰
に
對
す
る
評
判
に
つ
い
て
の
議
論
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。
前
述
し
た
淸
鑑
篇
で

も
、
郭
泰
の
人
物
鑑
識
に
對
す
る
葛
洪
の
疑
念
が
見
え
る
が
、
正
郭
篇
に
お
い
て
、
葛
洪
は
さ
ら
に
徹
底
的
に
郭
泰
や
そ
の
追
隨
者
を
非
難

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
が
窺
え
る
記
述
と
し
て
、
外
篇
博
喩
篇
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

體
粗
者
繫
形
、
知
精
者
得
神
。
原
始
見
終
者
、
有
可
推
之
緖
、
得
之
未
眹
者
、
無
假
物
之
因
。
是
以
晝
見
天
地
、
未
足
稱
明
、
夜
察
分

毫
、
乃
爲
絶
倫
。

粗
を
體
す
る
者
は
形
に
繫
ぎ
、
精
を
知
る
者
は
神
を
得
。
始
を
原
ね
て
終
を
見
る
者
に
、
推
す
可
き
の
緖
有
り
、
之
れ
を
未
だ
眹
さ
ざ

き
ざ
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る
に
得
る
者
に
、
物
に
假
る
の
因
無
し
。
是
こ
を
以
て
晝
に
天
地
を
見
る
は
、
未
だ
明
と
稱
す
る
に
足
ら
ず
、
夜
に
分
毫
を
察
す
る
は
、

乃
ち
絶
倫
と
爲
す
。

ま
た
、志

得
則
顏
怡
、
意
失
則
容
戚
。
本
朽
則
末
枯
、
源
淺
則
流
促
。
有
諸
中
者
必
形
乎
表
、
發
乎
邇
者
必
著
乎
遠
。

志
得
れ
ば
則
ち
顏
は
怡
び
、
意
を
失
え
ば
則
ち
容
は
戚
う
。
本
朽
れ
ば
則
ち
末
枯
れ
、
源
淺
け
れ
ば
則
ち
流
れ
促
る
。
こ
れ
を
中
に
有

つ
き

す
る
者
は
必
ず
表
に
形
わ
れ
、
邇
き
よ
り
發
す
る
者
は
必
ず
遠
き
に
著
わ
る
。

と
あ
る
。「
中
に
あ
る
も
の
は
必
ず
表
に
現
れ
る
」
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
「
望
形
得
神
」
を
批
判
す
る
立
場
と
矛
盾
す
る
發
言
で
あ
ろ

う
が
、「
明
」
と
い
う
洞
察
力
を
備
え
る
者
な
ら
そ
れ
が
で
き
る
と
い
う
解
釋
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
理
論
を
通
せ
な
い
こ
と
は
な
い
。

そ
し
て
、「
志
得
則
顏
怡
、
意
失
則
容
戚
。
本
朽
則
末
枯
、
源
淺
則
流
促
」
は
「
神
本
形
末
」
と
い
う
考
え
方
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
つ
ま
り
、
外
篇
に
見
え
る
葛
洪
の
形
神
觀
念
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

形
―
―
外
―
―
粗
―
―
華
―
―
末

神
―
―
内
―
―
精
―
―
實
―
―
本

葛
洪
が
「
神
」
を
根
本
的
な
も
の
と
し
、「
形
」
を
末
梢
的
な
も
の
と
す
る
立
場
は
、
行
品
篇
や
淸
鑑
篇
だ
け
で
は
な
く
、
内
外
篇
全
體

に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
葛
洪
は
凡
庸
な
人
閒
が
「
望
形
得
神
」
の
有
效
性
を
期
待
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
特

定
の
人
閒
な
ら
ば
「
望
形
得
神
」
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
は
、
特
定
の
人
閒
に
備
わ
っ
て
い
る
「
明
」

と
い
う
能
力
で
あ
る
。『
抱
朴
子
』
外
篇
に
は
、「
明
」
は
「
仁
」
よ
り
重
要
で
あ
る
と
論
じ
る
仁
明
篇
が
あ
る

。
こ
の
一
篇
に
よ
れ
ば
、「
明
」

(30)

は
先
天
的
な
素
質
で
あ
り
、
努
め
て
身
に
つ
け
る
も
の
で
は
な
い

。
さ
ら
に
、『
易
』
に
あ
る
「
王
明
竝
受
其
福
」（
井
卦
）、「
幽
贊
神
明
」

(31)
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（
説
卦
傳
）、「
神
而
明
之
」（
繫
辭
上
傳
）
と
い
っ
た
内
容
に
基
づ
き
、「
明
」
が
「
神
」
に
通
じ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

明
之
與
神
合
體
、
誠
非
純
仁
所
能
企
擬
也
。

明
の
神
と
合
體
し
、
誠
に
純
仁
の
能
く
企
擬
す
る
所
に
非
ず
。

で
は
、「
明
」
と
い
う
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
特
定
の
人
閒
は
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
行
品
篇
で
、「
明
人
」
や
「
大

明
」
が
登
場
す
る
箇
所
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

覿
微
理
於
難
覺
、
料
倚
伏
於
將
來
者
、
明
人
也
。

夫
惟
大
明
、
玄
鑑
幽
微
、
靈
銓
揣
物
、
思
灼
沈
昧
、
瞻
山
識
璞
、
臨
川
知
珠
。

微
理
を
覺
り
難
き
に
覿
わ
し
、
倚
伏
を
將
來
に
料
る
者
は
、
明
人
な
り
。

あ
ら

夫
れ
惟
だ
大
明
の
み
、
幽
微
を
玄
鑑
し
、
靈
銓

物
を
揣
り
、
思

沈
昧
を
灼
ら
か
に
し
、
山
を
瞻
て
璞
を
識
り
、
川
に
臨
み
て
珠
を

知
る
。

つ
ま
り
、
具
體
的
に
言
え
ば
、「
明
」
は
本
質
的
な
も
の
を
何
ら
か
の
形
で
「
感
じ
取
る
」
洞
察
力
や
豫
言
力
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
あ
れ

ば
、
本
質
が
「
見
え
」、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
些
末
な
も
の
し
か
見
え
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
明
」
と
「
神
」
と
が
渾
然
一
體
と
な
っ
て
、

そ
の
働
き
に
賴
っ
て
人
閒
は
同
質
の
「
神
」
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
目
や
耳
な
ど
の
普
通
の
感
覺
器
官
は
所
詮

末
梢
的
な
「
形
」
の
類
い
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
當
然
、「
神
を
得
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
て
、
凡
人
に
よ
る
人
物
鑑
識
を
批
判
す
る
葛
洪
に
と
っ
て
は
、
理
想
的
な
「
望
形
得
神
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
淸
鑑
篇
の
末

尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

六
軍
之
聚
、
市
人
之
會
、
暫
觀
一
覩
、
無
所
眩
惑
、
探
其
潛
生
之
心
計
、
定
其
始
終
之
事
行
、
乃
爲
獨
見
不
傳
之
妙
耳
。
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六
軍
の
聚
、
市
人
の
會
に
、
暫
ら
く
觀
て
一
た
び
覩
て
、
眩
惑
す
る
所
無
く
、
其
の
潛
生
の
心
計
を
探
り
、
其
の
始
終
の
事
行
を
定
む

る
は
、
乃
ち
獨
見
不
傳
の
妙
と
爲
す
の
み
。

特
定
の
人
閒
に
と
っ
て
人
物
鑑
識
と
は
、
も
は
や
對
象
の
容
貌
や
行
動
を
細
か
く
觀
察
す
る
必
要
す
ら
な
く
、
人
混
み
で
一
瞥
し
た
だ
け

で
充
分
で
あ
る
と
い
う
。
い
か
に
も
非
現
實
的
な
物
言
い
で
あ
る
が
、
實
は
そ
の
後
に
、
葛
洪
の
眞
意
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

考
其
操
蹈
之
全
毀
、
觀
其
云
爲
之
好
醜
、
此
爲
絲
線
旣
經
於
銓
衡
、
布
帛
已
歷
於
丈
尺
、
徐
乃
説
其
斤
兩
之
輕
重
、
端
匹
之
修
短
、
人

皆
能
之
、
何
煩
於
明
哲
哉
。

其
の
操
蹈
の
全
毀
を
考
え
、
其
の
云
爲
の
好
醜
を
觀
る
は
、
此
れ
絲
線
既
に
銓
衡
を
經
、
布
帛
已
に
丈
尺
を
歷
て
、
徐
ろ
に
乃
ち
其
の

斤
兩
の
輕
重
、
端
匹
の
修
短
を
説
く
と
爲
す
。
人
皆
な
之
れ
を
能
く
す
る
に
、
何
ぞ
明
哲
を
煩
わ
さ
ん
や
。

こ
の
段
は
、
一
見
「
考
其
操
蹈
之
全
毀
、
觀
其
云
爲
之
好
醜
」
と
い
う
方
法
を
輕
く
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
、
葛
洪
の
實

務
能
力
を
重
視
す
る
立
場
を
踏
ま
え
て
深
讀
み
す
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
の
主
張
の
中
心
と
し
て
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
人

物
鑑
識
は
特
定
の
人
閒
の
特
權
で
は
な
く
、
凡
人
で
あ
っ
て
も
觀
察
の
對
象
の
素
行
や
言
動
な
ど
を
し
っ
か
り
と
把
握
で
き
れ
ば
、
あ
た
か

も
秤
や
物
差
し
を
持
っ
て
絲
の
重
さ
や
布
の
長
さ
を
は
か
る
よ
う
に
、
正
確
な
人
物
鑑
識
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
葛
洪
は
世
人
を

喝
破
す
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て
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以
上
、
葛
洪
の
形
神
觀
念
の
硏
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
輕
視
さ
れ
て
き
た
外
篇
を
視
野
に
入
れ
、
そ
の
内
容
と
特
徵
を
確
認
し
、
葛
洪

の
人
物
鑑
識
論
に
絡
め
て
兩
者
の
關
係
を
考
察
し
て
き
た
。
六
朝
の
形
神
觀
念
に
關
し
て
は
、
南
朝
齊
、
梁
時
代
に
お
い
て
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
「
神
滅
不
滅
論
」
が
最
も
有
名
で
あ
り
、
多
く
の
硏
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る

。
(32)

し
か
し
、
死
後
の
形
神
の
行
方
が
問
題
と
な
る
前
に
、
生
き
て
い
る
人
閒
の
形
神
關
係
が
目
の
前
に
あ
る
。『
抱
朴
子
』
外
篇
に
お
い
て
、

葛
洪
は
ま
さ
に
そ
れ
を
問
題
と
す
る
。
死
後
人
閒
の
形
神
は
肉
體
と
靈
魂
に
歸
着
す
る
が
、
外
篇
で
指
摘
さ
れ
る
「
形
」
は
、
本
來
の
形
體

や
肉
體
と
い
っ
た
素
朴
な
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
容
姿
、
言
動
な
ど
知
覺
可
能
な
人
閒
の
外
面
的
表
象
を
包
攝
す
る
槪
念
と
な
り
、
そ
し

て
、
人
閒
の
精
神
、
品
行
だ
け
で
な
く
、
實
務
能
力
と
い
う
卽
事
的
な
も
の
も
「
神
」
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
外
篇
の
形
神
觀
念
の

特
徵
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
末
梢
的
な
「
形
」
か
ら
根
本
的
な
「
神
」
を
把
握
し
き
れ
な
い
、
と
い
う
形
神
觀
念
は
、
現
象
や
存
在
な
ど
を
末
、
現
象
や
存
在

な
ど
を
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
も
の
を
本
と
見
な
す
、
と
い
う
魏
晉
時
代
の
玄
學
の
本
體
論
の
流
れ
を
う
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形

神
觀
念
に
基
づ
き
、
葛
洪
は
「
望
形
得
神
」
と
い
う
人
物
鑑
識
法
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、「
神
本
形
末
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
人
物
鑑
識
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
葛
洪
は
答
え
を

出
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
葛
洪
は
「
望
形
得
神
」
を
批
判
し
た
上
で
、「
大
明
」
や
「
明
君
」
と
い
っ
た
特
定
の
人
閒
だ
け
が
内
面
か

つ
根
本
的
な
「
神
」
を
把
握
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。「
明
」
と
い
う
槪
念
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
は
理
論
上
成
立
す
る

よ
う
に
な
る
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
現
實
性
と
具
體
性
に
缺
け
る
紙
上
の
空
言
に
す
ぎ
な
い
。

葛
洪
は
「
明
君
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る
一
方
、
試
驗
の
實
施
や
官
僚
を
任
用
・
管
理
す
る
方
策
を
も
熱
心
に
提
言
し
て
い
る
。
と
す
れ

ば
、「
望
形
得
神
」
を
批
判
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
特
定
の
人
閒
に
よ
る
人
物
鑑
識
を
肯
定
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
あ
く
ま
で
現
實
社
會
に
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對
す
る
提
言
の
伏
線
な
の
で
は
な
い
か
。
葛
洪
に
と
っ
て
人
物
鑑
識
の
目
的
は
、
士
人
の
將
來
を
豫
言
す
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
内
面
か

つ
抽
象
的
な
個
性
の
發
見
と
鑑
賞
で
も
な
い
。
彼
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
い
か
に
實
務
能
力
の
あ
る
人
材
を
拔
擢
し
、
最
大
限
に
活
用
す

べ
き
か
と
い
う
現
實
的
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
の
背
後
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
動
搖
す
る
世
相
の
影
響
が
大
き
い
。
ま
た
、
葛
洪

の
實
務
重
視
と
い
う
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
思
想
史
的
な
淵
源
を
持
つ
の
か
、
ど
の
よ
う
な
基
盤
と
な
る
觀
念
が
存
在
す
る
の
か
と
い
う
問

題
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
て
擱
筆
す
る
。

注（
１
）
外
篇
引
用
は
楊
明
照
『
抱
朴
子
外
篇
校
箋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）、
内
篇
は
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釋
』（
中
華
書
局
、
一

九
八
〇
年
）
を
底
本
と
し
た
。
な
お
解
釋
に
關
し
て
は
、
御
手
洗
勝
『
抱
朴
子
外
篇
簡
注
』
一
～
四
（
廣
島
大
學
文
學
部
中
國
哲
學

硏
究
室
、
一
九
六
五
～
一
九
七
〇
年
）、
石
島
快
隆
譯
注
『
抱
朴
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
）、
本
田
濟
譯
注
『
抱
朴
子
外
篇
』

一
、
二
、『
抱
朴
子
内
篇
』（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）、
張
松
輝
譯
注
『
抱
朴
子
内
篇
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）、
張
松
輝
、

張
景
譯
注
『
抱
朴
子
外
篇
』
上
、
下
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
考
に
し
た
。

（
２
）
胡
孚
琛
『
魏
晉
神
仙
道
敎
―
―
抱
朴
子
内
篇
硏
究
―
―
』（
人
民
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
二
二
三
～
二
二
四
頁
。

（
３
）
村
上
嘉
實
『
中
國
の
仙
人
―
―
抱
朴
子
の
思
想
―
―
』（
平
樂
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
）
一
五
〇
～
一
五
三
頁
。

（
４
）
村
上
嘉
實
「
宗
炳
の
精
神
不
滅
論
」（
『
人
文
論
究
』
一
四
―
二
、
一
九
六
三
年
）
九
頁
。

（
５
）
渡
邉
義
浩
「
『
抱
朴
子
』
の
歷
史
認
識
と
王
導
の
江
東
政
策
」（
『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
一
六
六
、
二
〇
一
四
年
）
を
參
照
。
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（
６
）
漢
末
之
世
、
靈
獻
之
時
、
品
藻
乖
濫
。
英
逸
窮
滯
、
饕
餮
得
志
。
名
不
準
實
、
賈
不
本
物
。
以
其
通
者
爲
賢
、
寒
者
爲
愚
。

（
７
）『
論
語
』
雍
也
「
子
貢
曰
、
如
有
博
施
於
民
而
能
濟
眾
、
何
如
、
可
謂
仁
乎
。
子
曰
、
何
事
於
仁
、
必
也
聖
乎
、
堯
舜
其
猶
病
諸
。」

ま
た
、『
論
語
』
憲
問
「
脩
己
以
安
百
姓
、
堯
舜
其
猶
病
諸
。」

（
８
）
武
鋒
『
葛
洪
『
抱
朴
子
外
篇
』
硏
究
』（
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
四
七
～
一
五
三
頁
、
范
江
濤
『
駁
雜
與
務
實
―
―

『
抱
朴
子
外
篇
』
政
治
思
想
新
硏
―
―
』（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
八
～
一
〇
九
頁
、
な
ど
。

（
９
）
原
文
は
「
康
用
」
に
作
る
。
本
稿
は
、
楊
明
照
氏
が
「
用
康
」
に
改
め
た
こ
と
に
從
う
。
注
（
１
）
楊
氏
前
揭
書
五
四
九
頁
。

（

）
例
え
ば
、
武
鋒
氏
は
、
第
一
、
二
條
を
「
形
と
才
の
不
一
致
」、
第
三
、
四
條
を
「
言
と
才
の
不
一
致
」、
第
五
條
を
「
虛
と
實
の
不

10

一
致
」、
第
六
、
七
條
を
「
弱
と
強
の
不
一
致
」、
第
八
、
九
條
を
「
德
と
才
の
不
一
致
」
に
分
類
し
て
い
る
。
武
氏
前
揭
書
、
一
四

九
～
一
五
〇
頁
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
第
五
條
も
「
外
形
」
と
「
中
懷
」
の
不
一
致
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

氏
の
分
類
で
は
第
十
條
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

（

）
士
有
機
辯
淸
鋭
、
巧
言
綺
粲
。
擥
引
譬
喩
、
淵
湧
風
厲
。
然
而
口
之
所
談
、
身
不
能
行
、
長
於
識
古
、
短
於
理
今
、
爲
政
政
亂
、
牧

11

民
民
怨
。
蓋
難
分
之
四
也
。（
原
文
「
機
變
」
の
「
變
」
を
「
辯
」
の
誤
り
と
す
る
楊
氏
の
説
に
從
う
。
注
（
１
）
楊
氏
前
揭
書
、

五
五
〇
頁
）

（

）
士
有
控
弦
命
中
、
空
拳
入
白
、
倒
乘
立
騎
、
五
兵
畢
習
。
而
體
輕
慮
淺
、
手
勦
心
怯
、
虛
試
無
對
而
實
用
無
驗
、
望
塵
奔
北
、
聞
敵

12

失
魄
。
蓋
難
分
之
六
也
。

（

）
淸
鑑
篇
の
ほ
か
に
、
外
篇
應
嘲
篇
、
正
郭
篇
な
ど
に
も
そ
の
よ
う
な
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
設
論
」
と
い
う
文
體
は

13

戰
國
時
代
の
説
得
術
の
傳
統
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
谷
口
洋
「
揚
雄
の
「
解
嘲
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
「
設
論
」
の
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文
學
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
成
熟
と
變
質
―
―
」（
『
中
國
文
學
報
』
四
五
、
一
九
九
二
年
）
を
參
照
。

（

）
抱
朴
子
曰
、
咸
謂
勇
力
絶
倫
者
、
則
上
將
之
器
、
洽
聞
治
亂
者
、
則
三
九
之
才
也
。
然
張
飛
、
關
羽
萬
人
之
敵
、
而
皆
喪
元
辱
主
、

14

授
首
非
所
。
孔
融
、
邊
讓
文
學
邈
俗
、
而
竝
不
達
治
務
、
所
在
敗
績
。
鄧
禹
、
馬
援
田
閒
諸
生
、
而
善
於
用
兵
。
蕭
何
、
曹
參
不
涉

經
誥
、
而
優
於
宰
輔
。
爾
則
知
人
果
未
易
也
。

（

）
極
天
下
之
賾
者
存
乎
卦
。
鼓
天
下
之
動
者
存
乎
辭
。
化
而
裁
之
、
存
乎
變
。
推
而
行
之
、
存
乎
通
。
神
而
明
之
、
存
乎
其
人
。
默
而

15

成
之
、
不
言
而
信
、
存
乎
德
行
。

（

）『
國
語
』
晉
語
「
叔
魚
生
、
其
母
視
之
、
曰
、
是
虎
目
而
豕
喙
、
鳶
肩
而
牛
腹
、
谿
壑
可
盈
、
是
不
可
饜
也
、
必
以
賄
死
。
遂
不
視
。

16

楊
食
我
生
、
叔
向
之
母
聞
之
往
、
及
堂
聞
其
號
也
、
乃
還
曰
、
其
聲
豺
狼
之
聲
、
終
滅
羊
舌
氏
之
宗
者
、
必
是
子
也
。」

（

）
句
踐
の
容
貌
と
范
蠡
の
保
身
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
越
王
句
踐
世
家
に
「
…
…
范
蠡
遂
去
、
自
齊
遺
大
夫
種
書
曰
、
蜚
鳥
盡
、
良

17

弓
藏
。
狡
兔
死
、
走
狗
烹
、
越
王
爲
人
長
頸
鳥
喙
、
可
與
共
患
難
、
不
可
與
共
樂
。
子
何
不
去
。」
と
あ
る
。

（

）
白
起
、
平
原
君
勸
趙
孝
成
王
受
馮
亭
、
王
曰
、
受
之
、
秦
兵
必
至
、
武
安
君
必
將
、
誰
能
當
之
者
乎
。
對
曰
、
澠
池
之
會
、
臣
察
武

18

安
君
小
頭
而
面
鋭
、
瞳
子
白
黑
分
明
、
視
瞻
不
轉
。
小
頭
而
面
鋭
者
、
敢
斷
決
也
。
瞳
子
白
黑
分
明
者
、
見
事
明
也
。
視
瞻
不
轉
者
、

執
志
強
也
。
可
與
持
久
、
難
與
爭
鋒
。
廉
頗
爲
人
、
勇
鷙
而
愛
士
、
知
難
而
忍
恥
、
與
之
野
戰
則
不
如
、
持
守
足
以
當
之
。
王
從
其

計
。

（

）
白
起
爲
人
、
小
頭
而
鋭
、
瞳
子
黑
白
分
明
、
故
可
與
持
久
、
難
與
爭
鋒
。

19
（

）
周
紹
賢
氏
は
「
觀
劉
劭
之
人
物
志
、
與
曹
植
之
相
論
、
可
知
品
鑑
人
物
皆
源
自
相
術
之
學
。
惟
自
古
談
相
術
者
、
好
論
人
之
富
貴
壽

20

夭
、
而
魏
晉
談
人
才
性
者
、
則
重
在
人
之
品
格
智
能
而
已
。」
と
述
べ
て
い
る
。
同
氏
『
魏
晉
淸
談
述
論
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
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九
六
六
年
）
三
六
頁
。

（

）
後
漢
時
代
の
人
物
評
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
岡
村
繁
氏
に
よ
る
以
下
の
一
連
の
論
考
に
詳
し
い
。「
郭
泰
・
許
劭
の
人
物
評
論
」(

『
東

21

方
學
』
一
〇
、
一
九
五
五
年)

、「
郭
泰
の
生
涯
と
そ
の
爲
人
」(

『
支
那
學
硏
究
』
十
三
、
一
九
五
五
年)

、「
後
漢
末
期
の
評
論
的

氣
風
に
つ
い
て
」(

『
名
古
屋
大
學
文
學
部
硏
究
論
集
』
二
二
、
一
九
六
〇
年)

。

（

）
中
國
の
氣
の
思
想
を
槪
觀
す
る
も
の
に
、
小
野
澤
精
一
他
編
『
氣
の
思
想
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。

22
（

）
凡
人
所
生
者
神
也
、
所
託
者
形
也
。
神
大
用
則
竭
、
形
大
勞
則
敝
、
形
神
離
則
死
。
死
者
不
可
復
生
、
離
者
不
可
復
反
、
故
聖
人
重

23

之
。
由
是
觀
之
、
神
者
生
之
本
也
、
形
者
生
之
具
也
。

（

）『
抱
朴
子
』
の
生
成
論
に
つ
い
て
は
、
注
（

）
前
揭
書
二
七
〇
～
二
七
二
頁
、
麥
谷
邦
夫
「
道
家
・
道
敎
に
お
け
る
氣
」（
後
、
同

24

22

氏
『
六
朝
隋
唐
道
敎
思
想
硏
究
』
所
收
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
を
參
照
。

（

）
宇
佐
美
文
理
「
形
に
つ
い
て
の
小
考
」（
『
中
國
文
學
報
』
七
三
、
二
〇
〇
七
年
、
後
、
同
氏
『
中
國
藝
術
理
論
史
硏
究
』
所
收
、
創

25

文
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
～
一
五
頁
）。

（

）
原
文
は
「
先
」
に
作
る
。
王
明
氏
の
校
勘
に
從
う
。
注
（
１
）
王
氏
前
揭
書
、
一
八
九
頁
。

26
（

）『
史
記
』
太
史
公
自
序
。

27
（

）
村
上
嘉
實
「
抱
朴
子
外
篇
に
つ
い
て
」（
『
福
井
博
士
頌
壽
記
念
東
洋
思
想
論
集
』
所
收
、
福
井
博
士
頌
壽
記
念
論
文
集
刊
行
會
、
一

28

九
六
〇
年
、
後
、「
抱
朴
子
外
編
―
―
そ
の
内
編
と
の
關
係
―
―
」
に
改
題
・
修
訂
の
上
、
同
氏
『
六
朝
思
想
史
硏
究
』
に
再
錄
、

マ
マ

マ
マ

平
樂
寺
書
店
、
一
九
七
四
年
、
八
三
～
九
七
頁
）
は
、『
抱
朴
子
』
内
外
篇
は
本
末
の
理
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
宮
澤
正
順
「
『
抱
朴
子
』
に
お
け
る
本
末
思
想
」（
吉
岡
博
士
還
曆
記
念
論
集
刊
行
會
編
『
吉
岡
博
士
還
曆
記
念
道
敎
硏
究
論
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集
』
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七
年
、
一
二
五
～
一
四
四
頁
）
を
參
照
。『
抱
朴
子
』
内
外
篇
を
い
か
に
統
一
的
に
理
解
す
べ
き
な
の

か
と
い
う
問
題
に
言
及
す
る
硏
究
と
し
て
、
重
澤
俊
郞
「
抱
朴
子
に
お
け
る
統
一
の
理
念
」（
『
東
洋
の
文
化
と
社
會
』
一
、
一
九
五

〇
年
）、
吉
川
忠
夫
「
抱
朴
子
の
世
界
」
下
（
『
史
林
』
四
七
―
六
、
一
九
六
四
年
）、
大
淵
忍
爾
「
葛
洪
傳
」（
『
初
期
の
道
敎
』
所

收
、
創
文
社
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（

）
村
上
嘉
實
氏
は
、
内
篇
の
至
理
篇
「
有
因
無
而
生
、
形
須
神
而
立
」
を
踏
ま
え
、「
無
が
源
で
あ
り
神

が
本
で
あ
っ
て
、
有
や
肉
體

こ
こ
ろ

29

は
そ
れ
を
容
れ
る
器
に
過
ぎ
な
い
」、
と
内
篇
に
お
け
る
形
神
關
係
を
説
明
し
て
い
る
。
注
（

）
村
上
前
揭
書
、
八
六
頁
。

28

（

）
仁
明
篇
に
つ
い
て
は
、
龜
田
勝
見
「
葛
洪
に
お
け
る
「
明
」」（
『
東
方
宗
敎
』
九
六
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
參
照
。

30
（

）
明
者
才
也
、
仁
者
行
也
。
殺
身
成
仁
之
行
可
力
爲
而
至
、
鑑
玄
測
幽
之
明
難
妄
假
。
…
…
仁
在
於
行
、
行
可
力
爲
。
明
入
於
神
、
必

31

須
天
授
之
才
、
非
所
以
訓
故
也
。

（

）「
神
滅
不
滅
」
論
爭
を
槪
觀
す
る
硏
究
に
、
津
田
左
右
吉
「
神
滅
不
滅
の
論
爭
に
つ
い
て
」（
一
）
～
（
三
）（
『
東
洋
學
報
』
二
九
卷

32

一
、
二
號
、
三
〇
卷
一
號
、
一
九
四
二
～
一
九
四
三
年
）
が
あ
り
、
ま
た
個
々
の
言
説
に
關
し
て
は
、
注
（
４
）
前
揭
村
上
氏
論
文

の
ほ
か
に
、
蜂
屋
邦
夫
「
范
縝
「
神
滅
論
」
の
思
想
に
つ
い
て
」（
『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
六
一
、
一
九
七
三
年
）、
中
西
久
味

「
宗
炳
「
明
佛
論
」
に
つ
い
て
―
―
そ
の
神
不
滅
論
形
成
の
一
側
面
―
―
」（
『
中
國
思
想
史
硏
究
』
二
、
一
九
七
八
年
）、
中
西
久

味
「
六
朝
齊
梁
の
「
神
不
滅
論
」
覺
え
書
」（
『
中
國
思
想
史
硏
究
』
四
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。


